
Ⅰ.　 棚卸管理

次の処理が行なえます。

◆1.　棚卸のデータを作成します。
◆2.　棚卸のデータを確認します。
◆3.　棚卸のデータを入力します。
◆4.　棚卸のデータを削除します。

メニュー「在庫」→「在庫管理」→「棚卸管理」→「棚卸管理」
をクリックすると下の画面が表示されます。

棚卸処理を始める前に、基本メニューの基本マスタ→マスターメンテナンス→テーブルマスタ登録
「分類」のコンボボックスから　045製品棚卸単価掛率を選択し登録して下さい。
棚卸計上する時に使用しますので、未登録ですと、製品単価で計上されます。
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◆1.　棚卸のデータを作成します。

①〔Ｆ2棚卸作成〕ボタンをクリックします。

②現在の日付と時刻が表示されます。変更も可能です。

③得意先をコンボボックスから選択します。

（指定しない場合は、全製品が対象になります。）

④製品コードを指定する時は入力します。

（指定しない場合は、全製品が対象になります。）

⑤タイトル＆帳票見出しを入力します。

（指定しない場合は棚卸と言う文字が自動表示され、帳票を出すときに印刷されます。）

文字数は半・全角共に50文字までです。

⑥〔データ作成開始〕ボタンをクリックします。

得意先を指定すれば該当する得意先の製品が対象になり、

製品コードを指定すれば得意先の指定した製品が

対象になります。通常は得意先・製品コードも空白にします。

〔Ｆ5スクロールＯｎ〕：表示領域を拡大します。

〔Ｆ6スクロールＯｆｆ〕：表示領域が限定されます。

⑤

⑤
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⑦「棚卸データ作成」画面が表示されるのでデータ作成する項目にチェックをいれます。

全て出力にチェックをいれると全項目にチェックが入ります。

⑧〔作成開始〕をクリックします。

⑨確認メッセージが表示されますので「はい」をクリックします。
⑩「棚卸データ保存」画面が表示されるのでデータ処理する項目にチェックを入れます。

⑪「データ処理完了」メッセージが

表示され処理が終了しました。

⑫〔戻る〕ボタンをクリックすると

棚卸作成の処理が終了します。

集計データのみ保存
得意先棚卸合計金額のみ保存されます。

完全に保存
棚卸明細データのすべてを保存されます。

期末棚卸の時は
必ず〔完全に保存〕に
チェックを入れて下さい

棚卸データの作成処理が終了すると次に
期末棚卸では、棚卸調査表を印刷して現場に配布します。
　Ⅱ.棚卸調査表を参照して印刷します。
現場で、実施棚卸をした後に次の
◆2.　棚卸のデータを確認します。から実行します。
月次棚卸は　棚卸調査表を印刷しないので次の
◆2.　棚卸のデータを確認します。から実行します。

⑫
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棚卸データ作成で全てにチェックを入れずに実行した後、
残りの棚卸データ作成をする時に、チェックを入れて追加作成します。

①〔Ｆ3表示〕で左上のコンボボックスをクリックして
追加作成する日時を選択します。

②〔Ｆ4追加作成〕をクリックします。
「追加作成したい帳票をチェックして下さい」の
メッセージが表示されます。

③右側の追加作成チェックＢＯＸに
チェックの入っていないところにチェックを入れます。
追加作成した分が集計されます。

④〔データ作成開始〕ボタンをクリックします。

⑤「棚卸データ作成」画面が表示されるので
〔作成開始〕をクリックします。

⑥確認画面が表示されるので「はい」をクリックします。

⑦「棚卸データ保存」画面が表示されるので、
「集計のみ保存」又は「完全保存」か確認して
〔保存〕をクリックします。

⑧「データ処理完了」メッセージが表示され
チェック項目の棚卸集計が終了しました。

⑤ ⑦

③

前回棚卸作成した項目にチェック
が
自動で入ります。

期末棚卸では、
追加作成した分の棚卸調査表を印刷して
現場に配布します。

①

⑦
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◆2.　棚卸のデータを確認します。

①〔Ｆ3棚卸表示〕をクリックします。左上のコンボボックスから棚卸実施日を選択すると
データを読み込んでグリッドに表示されます。

②棚卸調査表とすべてのデータを確認して訂正項目があれば〔Ｆ1棚卸入力〕をします。
訂正がなければメニュー画面に戻って、「棚卸管理表」を作成します。

①

確認したい見出しタブを
クリックすると左側のグリッドに
内容が表示されます。

棚卸表示時は
この項目は固定になります。

②

　　　　　　　ボタンをクリックすることで
得意先ごとの製品・仕掛の合計金額を表示します。
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◆3.　棚卸のデータを入力します。

棚卸データの追加・変更・削除が出来ます。
ここでは、　製品在庫の追加処理を行ないます。
ボックスアッシーＷＬＣＡ2　ＩＤの棚卸数を100追加します。

①〔Ｆ3棚卸表示〕ボタンをクリックします。
②左上のコンボボックスから対象の棚卸データを選びクリックします。

③選択したデータ内容がグリッドに表示されます。

④〔Ｆ1棚卸入力〕をクリックし右側の製品在庫のタブをクリックします。

②該当行をクリックします。

④
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⑤棚卸の詳細データが表示されます。

⑥右側の〔追加〕ボタンをクリックすると、「整理Ｎｏ」が自動採番されます。

⑦製品コード・得意先・品名・棚卸数・単価・掛率を入力します。（必須項目です）

⑧〔実行〕ボタンをクリックします。

⑨確認メッセージが表示されるので「はい」をクリックします。

⑩グリッドの一番下にデータが追加されました。

⑥

⑦
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棚卸データの変更

ここでは、棚卸数の変更処理を行ないます。

ボックスアッシーＷＬＣＡ2　ＩＤの棚卸数を998から999に変更します。

①〔Ｆ1棚卸入力〕ボタンをクリックします。

②変更したい該当行をクリックします。

③右側の入力画面に反映されます。

④変更したい項目を入力します。

⑤終わりましたら〔実行〕ボタンをクリックします。

⑥確認画面が表示されるので「はい」をクリックします。

⑦棚卸数998から999に表示が変わりデータの変更ができました。

②該当行をクリックします。

④
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棚卸データの削除
ここでは、棚卸数の削除処理を行ないます。
ボックスアッシーＷＬＳＤ　ＩＤの削除処理を行なっています。

①〔Ｆ1棚卸入力〕ボタンをクリックします。

②削除したい該当行をクリックします。

③右側の入力画面に反映されます。

④〔削除〕ボタンをクリックします。

⑤確認画面が表示されるので「はい」をクリックします。

⑥グリッドからデータが削除されました。

②該当行をクリックします。
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◆4.　棚卸のデータを削除します。

①〔Ｆ3棚卸表示〕ボタンをクリックし、
削除したい棚卸データをコンボボックスから選択し
表示を行ないます。

②〔Ｆ9データ削除〕ボタンをクリックします。

③どちらかを選択し、〔削除〕ボタンをクリックします。

④「確認」画面が表示されるので、
「はい」をクリックします。

⑤処理が終了したら〔Ｆ12終了〕ボタンをクリックし、
メニュー画面に戻ります。

①

過去に集計した棚卸データの削除を行ないます。

明細データのみ削除：得意先の棚卸金額以外のデータを削除します。
完　全　に　削　　除：表示している棚卸データを完全に消します。再表示は出来ません。
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